
インハウス版 「人前で立って教える」 社内講師養成トレーニングのご案内 
      

 
〈お問い合わせ先〉 
株式会社 市進ホールディングス 
  コンサルティング事業研究所 
 
Tel 03-3812-4881 
nouryoku@ichishin.co.jp 



社内講師養成の特色 ～講師初心者が陥りやすい課題に焦点を当てたアプローチ～ 

① 説明するだけの一方通行の講義になってしまう。（発問・考えさせ方の課題） 
② 受講者が理解しているか不安。           （理解度の確認方法の課題） 
③ 積極的でない受講者や集団への対応。      （巻き込み方の課題）  
④ 人前に立つと緊張してしまう。            （見せ方・プレゼンスの課題） 

 ●講師トレーニングを受けていない人の主な課題  ～弊社コンサル事例より～   

① 問い（発問）の質、受講者の動かし方を改善してみる。 
② こまめに振り返りの時間をもうけるなど、教えたことをまとめさせる時間をつくる。 
③ 注目させる点を明確にするなど、受講者への働きかけ方を改善してみる。 
④ 立ち方、発声の仕方、研修冒頭の準備の方法、心構えなどを改善してみる。 

 ●解決に向けたアプローチ例   

講師が陥りやすい課題に全体と個別で対処していくことで、トレーニングを受ける方全員が、各自
の強みと課題に対して、適切に対処できるようになります。 

 ●ゴールイメージ   
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社内講師養成トレーニングプラン① 

基礎研修・模擬講義セッション・学習会とステップアップしながら、「人前で立って教える」ための講師スキルを習
得します。研修の組み立て方から登壇スキルまで基本から学べる初任者に最適なトレーニングコースです。 
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項目 内容 

基礎研修 
(3時間) 

弊社の講師養成メソッド「5つの指標」を用い、講師は「教える」よりも
「学ばせる」ことが役割であることを、参加者に体感してもらえる内容
です。コンテンツ設計・教材開発・講師スキルの3点に関し、理論と
実践を繰り返しながらポイントを習得します。 

模擬講義 
セッション 
(3時間) 

他の組織でも効果をあげているスキルアップに最適な講師養成トレー
ニングです。実際に使用するスライドやテキストをもとに一人あたり20
分間の模擬を実施していただきます。インターバル期間を開けて2回
実施し、1回目での課題を2回目で改善に取り組みます。 

学習会 
(2時間) 

研修とセッションを通じて得られた知見を現場で実践いただいたあと、
フォローアップの位置づけで学習会を実施します。事前録画いただい
た講義を上映しながら、評価と改善にむけてのアドバイスを実施しま
す。また、登壇して感じた課題や疑問に対しお答えします。 

【期待される効果】 
●理論と実践に基づいたノウハウのため、コンテンツ
や教材の作成に関する知見や講師スキルが組織
に転移されるので、半永久的に活用いただけます 
 
●弊社の講師養成メソッドを活用し、効果的な伝
え方・教える技術を習得することができます。特に
模擬講義セッションは2回おこなうため、各自の弱
みの解消と強みの強化が可能です 
 
●学習会では実際の登壇講義を録画検証するこ
とで、現場での実践であがった課題や疑問点を解
消でき、すぐに実践に活かせます 

実施期間 約3～6か月 

基礎研修 
模擬講義

① 
模擬講義

② 学習会 

プラン 

プラン① 
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プラン 実施期間 約2～3か月 

プラン②  実践期間  

社内講師養成トレーニングプラン② 

プラン①の基礎研修に模擬講義も組み込み、より実践的な研修を実施します。現場での実践後の学習会で
は講師力研修で学んだスキルが定着できているかを確認します。短期間で講師スキルを向上させるプランです。 
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項目 内容 

講師力 
研修 
(6時間) 

弊社の講師養成メソッド「5つの指標」を用い、講師は「教える」よりも
「学ばせる」ことが役割であることを、参加者に体感してもらえる内容
です。コンテンツ設計・教材開発・講師スキルの3点に関し、理論と
実践を繰り返しながらポイントを習得します。実際に使用するスライド
やテキストをもとに一人あたり20分間の模擬を実施し、講師からアド
バイスを実施します。その後の現場での実践に活かせる内容です。 

学習会 
(2時間) 

講師力研修後に、現場で実践いただいたあと、フォローアップの位置
づけで学習会を実施します。事前録画いただいた講義を上映しなが
ら、評価と改善にむけてのアドバイスを実施します。また、登壇して感
じた課題や疑問に対しお答えします。 

【期待される効果】 
●理論と実践に基づいたノウハウのため、コンテンツ
や教材の作成に関する知見や講師スキルが組織
に転移されるので、半永久的に活用いただけます 
 
●弊社の講師養成メソッドを活用し、効果的な伝
え方・教える技術を習得することができます。 
 
●学習会では実際の登壇講義を録画検証するこ
とで、現場での実践であがった課題や疑問点を解
消でき、すぐに実践に活かせます 

講師力 
研修 

学習会 
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実践期間 



プラン 

プラン③ 

社内講師養成トレーニングプラン③ 
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項目 内容 

講師力 
研修 
(6時間) 

弊社の講師養成メソッド「5つの指標」を用い、講師は「教える」よりも
「学ばせる」ことが役割であることを、参加者に体感してもらえる内容
です。主に講師としてのインストラクションとファシリテーションの強化を
目的とし、研修の各場面で、どういった進め方が効果的かを実践的
に学んでいきます。例えば、受講者の反応を効果的に確認する方法、
一方通行にならないための解説、指名の仕方、意見の引き出し方、
まとめ方、振り返りのさせ方など登壇に向けての基本スキルを演習を
しながら身につけます。 

【期待される効果】 
●理論と実践に基づいたノウハウのため、講師スキ
ルが組織に転移されるので、半永久的に活用いた
だけます。弊社の講師養成メソッドを活用し、効果
的な伝え方・教える技術を習得することができます。 
 

講師力 
研修 

1回の講師力研修で、講師としての基礎スキルを習得します。主にインストラクションとファシリテーションに力点を
置き、基本的な考え方やスキルを演習中心に学べる実践的な講座です。 
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全てのプランにおいて、組み合わせなどニーズに合わせカスタマイズいたします 



フィードバックシート

視点 「いかに伝えるか」 C B A 講師からのコメント

表情・姿勢 表情、顎の位置、正面を向く、手の位置、立ち方、ジェスチャーに配慮しているか。  〈１回目〉

視線 視線を講師の説明に合せて止め、奥から斜めに視線を配っているか。

発声 トーン、スピード、ボリュームへの配慮。緩急をつけているか。

説明手法 講義をする際、既知→未知、具体→抽象、ｼﾝﾌﾟﾙに見せることを実践しているか。

板書 受講者に背を向けず、身体を開いて書けているか。文字やスピードは適切か。

視点 「いかに巻き込むか」 C B A

視線管理 受講者の視線をコントロールできているか。（前を向かせているか、テキストを追っているか）

観察と承認 受講者の発言や学習行動に対して講師が承認して（褒めて）いるか。

ナビゲート 受講者に講義の全体像を示し、現在地と目的地までの共有ができているか。

意思表示 受講者に挙手や発言など、意思表示を求めているか。

指示と確認 指示を出したら、指示が通ったことを確認できているか。

視点 「いかに考えさせるか」 C B A

問いの品質 発問が漠然としたり、当たり前すぎたり、難しすぎたりしていないか。

指名の方法 全体に対して発問を投げかけ、その後指名をするなど、全体が考える環境を作っているか。

思考時間 発問を投げたら、すぐに指名ではなく、思考する機会を与えているか。  〈２回目〉

理由を問う 思考を深める「なぜ」という発問を効果的に使っているか。

方法を問う 解決への道筋を求める「どうすれば」という発問を効果的に使っているか。

視点 「いかに教材を活用するか」 C B A

比較、分析 スライド（テキスト）内にある情報（グラフや事例等）を使って、比較・分析させているか。

推測、仮説 スライド（テキスト）内にある情報を使って、推測させたり、仮説を立てさせたりしているか。

表現、説明 スライド（テキスト）内にある情報を使って、その意味などを受講生に説明させているか。

反復、確認 スライド（テキスト）内にある情報を理解させるために、その場で定着させる工夫をしているか。

改善、別解 スライド（テキスト）内にある情報をもとに、最適解や別解を促進する指示を出しているか。

視点 「いかに双方向を生み出すか」 C B A

目的の明示 演習をさせる前にその演習や作業の意図を示し、動機付けを図っているか。

学習指示 演習の取り組み方の指示から早く終わった際の指示など、演習を効果的にする配慮がなされているか。

講師の介入 演習中、受講者が脱落しないよう講師が介入しながら支援をしているか。

指名構想 演習後、受講者の解答（回答）をもとに進める上で、誰を指名するかなどの構想を練っているか。

解説構想 演習後、講師が解説する際に受講者の解答（回答）を使いながら展開できるよう工夫しているか。

基本姿勢

受講者

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

発問の効果

教材活用

双方向性

（演習のさせ方）
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1 2 3

1 2 3

1 2 3

1

1 2 3

2

講義名： 目標実施日： /

sample 

講師から個別にアドバイスする際のポイン
トになります。また、この他に、改善の方
法や、別の指導「もっとこうしたらよい」とい
うアドバイスも講師から提案いたします。 

 
受講者側から実施者にアドバイスする際の視
点になります。これは「カード」になっているため、
記入後、実施者に返却され、効果的なフィー
ドバックのツールとして機能します。 
 

目次 

【研修前】 

＜心構え＞ 

Q1～Q5 ...................................................................................................................................... 1 

 Q6～Q7...................................................................................................................................... 2 

＜カリキュラム・構成＞ 

Q8～Q10 .................................................................................................................................... 2 

Q11～Q14 .................................................................................................................................. 3 

Q15～Q19 .................................................................................................................................. 4 

＜受講生レベル・理解度把握＞ 

Q20～Q24 .................................................................................................................................. 5 

Q25～Q29 .................................................................................................................................. 6 

＜テキスト・資料＞ 

Q30～Q34 .................................................................................................................................. 7 

Q35～Q38 .................................................................................................................................. 8 

 

【研修中】 

＜話し方・伝え方＞ 

Q39～Q42 .................................................................................................................................. 9 

Q43～Q47 ................................................................................................................................ 10 

Q48～Q52 ................................................................................................................................ 11 

Q53～Q57 ................................................................................................................................ 12 

Q58 .......................................................................................................................................... 13 

＜立ち居振る舞い＞ 

Q59～Q61 ................................................................................................................................ 13 

Q62 .......................................................................................................................................... 14 

＜雰囲気作り・活性化＞ 

Q63～Q65 ................................................................................................................................ 14 

Q66～Q69 ................................................................................................................................ 15 

  Q70～Q72 ................................................................................................................................ 16 

 

Q1. 飽きさせない話の仕方、ポイントについて知りたい。 

 

A1. どんな上手な話し手であっても、一方通行であれば必ず飽きてしまうことは認識しておきましょう。ただし、飽きさせて

しまう話し方の特徴として、「話が冗長（一文が複雑で長い）」、「要点を示すキーワードがない」、「話の先が一

向に見えない」、「話の先がすぐ見えてしまう」などが挙げられます。分かりやすさを意識したいなら、PREP 法のよう

に①ポイント提示→②理由・背景→③理由を下支えするデータ提示→④ポイント提示のようなフレームワークを

活用するのもよいでしょう。デリバリー（伝え方）においては、「口語調を意識」して話すと受講者の構えがなくなり、

飽きにくくなります。 

Q2. 受講者を退屈させないための工夫 

 

A2. 受講者を退屈させないためには、説明においては緩急（どこを重く扱い、どこを軽く扱うかの決め）が大切です。また、

展開としては、一方通行の時間を極力短くすることを意識し、受講者のアウトプット（発問や演習）を促進してい

く場面を多くするとよいでしょう。受講者が退屈そうに見えるということは、講義の展開がマンネリ、または展開が見え

ないのどちらかです。状況に応じて、変化をつけたり、先を見せるなどの支援をしていくことが大切です。 

 

Q3. 長時間の研修の場合、寝てしまう方がいます。寝られないようにするための、何か良い方法はありますか。 

 

A3. 受講者を寝かせないようにするためには、講義中に受講者の顔を上げさせる機会を作っていくことが大切です。また、

講義が一方通行であると、どんな興味深い話であっても、眠くなることがあります。そういうときには、受講者に伝え

た内容をアウトプットさせたり、隣同士で話す機会を作ったりすることで、双方向の環境を作っていくことが解決策と

なっていきます。 

 

Q4. 受講者の印象に残るような話・話し方。興味を引かせる話し方にはどんなものがありますか？ 

 

A4. 受講者がどんな話であれば、記憶に残るかを思い描いて、その要素を含む講師自身の経験をお話しされるとよいで

しょう。特に失敗を含む講師の経験談は受講者の学びにつながることが多く印象に残るようです。また、興味を引

かせる話し方では、話の中に喜怒哀楽の要素入れるとよいです。例えば、「～を聞いたとき、自分はとても怒った」

「～を知って、とても嬉しかった」などの表現は相手に伝わりやすいです。また、落語のように他者との会話を入れて

対話形式の話し方にするのもよいでしょう。 

 

Q5. 相手が理解しやすい説明・話し方の工夫などはありますか？ 

 

A5. 相手に理解してもらうには、相手の頭の中に伝える側と同じイメージやストーリー展開を共有していることが大切です。

具体的には論理的、具体的、シンプルさを意識しながら話すことで、相手と大きな齟齬は起きにくくなります。また、

説明をする際に、何かと比べることができる比較対象があると、わかりやすさに繋がります。解説上手な人は、対比、

類比を意識してお話しているケースが多いです。 

 

使用するツール例 模擬講義ツール / 講師Q&A100選 

 
弊社オリジナルの「講師スキルQ＆A100選」で
す。これまでの講師養成で培ってきたノウハウが
詰まっています。ライブ編とオンライン編の2種が
あります。 
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弊社研修 受講者の声より  

●研修実施にあたり、すぐに取り込めそうなテクニックを多く盛り込んでおり良かった。心構え、講師に必要なスキルが明確で分

かりやすかった。 

●具体的な例え話や、受講者に考えさせる発問等があり、終始集中して受講できた。役立つスキルもたくさん知ることができ、

有意義だった。 

●講師としての心構えから、話すスピード、視線の向け方など普段意識していないところまでも学ぶことが多かった。 

●講義の組み立て方、進め方について体系的に学ぶことができた。 

●今まで自分が実施した研修や講義では、自分の知識を伝達することに集中するあまり、対象者や課題の分析がおろそか

になっていました。何の研修か（ブルームの３分類）と設計（ADDIEモデル）に注意してやっていきます。 

●何度か研修講師をしていますが、振り返る良いきっかけとなりました。「教える方が一番難しいところを理解し、繰り返し覚え

る」ことが重要だと思いました。 

●セミナーの講師をしていて、お客様が不満に思っている点等、ビデオの良い例・悪い例を通じて知ることができた。 

●実践的な内容で、特に好事例（good事例）を基にした、各シーンでの５つのポイントが大変参考になりました。 

●自身のプレゼン・説明を客観的に見ることができるので、どう改善していけばよいか具体的にわかる。 

●講師スキルのみならず、普段のコミュニケーションでも使えるものがあり、大変有意義だった。 
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メディア掲載  「企業と人材」（産労総合研究所刊）21年4月～22年3月連載 
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 株式会社市進ホールディングスは1965年に創業し、首都圏を中心に市進学院などの教育サービス業、及び映像配信、学童保育、介護事業などの教育関

連事業を営んでおります。なお、1996年にＪＡＳＤＡＱに上場、2017年に経連団に加盟しております。コンサルティング事業を営むコンサルティング事業研

究所は株式会社市進ホールディングスにおける会長・社長直轄の事業部であり、東京本社（文京区本郷）に事務所を構えております。 

株式会社市進ホールディングス 組織図 2021年度 

コンサルティング事業研究所について 
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